
 

 

   

 

グループの基本情報 地域型復興住宅の主な工法・価格帯 

所在地 伊達市梁川町五十沢字五輪堂1-6 主な構造・工法 木造軸組工法 

グループ構成 合計 1７社（原木供給／1 社、製材／2 社、建材流通／1 社、プレカ
ット／0社、設計／1社、施工／12社） 価格帯 1,000～1,500万円 

代表者名 佐藤祐一（有限会社地域設計 代表取締役） 価格の基準面積 100㎡ 

主な受賞歴等  価格に含まれない
項目 屋外工事費、外構工事費、設計料、諸手続費 

連絡窓口 
担当：佐藤祐一 
[メール] Chiiki03@kca.biglobe.ne.jp 
[電話] 024-577-3526 [ＦＡＸ] 024-577-3502 

＊価格は、地域・プラン、仕様によって異なります。 
詳しくはお問い合わせください。 

ホームページ    

[地域型復興住宅のイメージと特徴]
広がりにこだわった堅固な家づくり 
●狭い敷地でもプライバシーが守られ、LDKに十分な採光がとれる 
広がりのある空間の保持。 

●総 2階づくりでコンパクトなまどりで構成される空間つくり。   
●コスト抑えた住まいつくり。 
 
避難者の経済性を考慮した住まいづくり 
●経済性を考慮しながら安全なすまいつくり。 
●小人数の家庭むけた間取り。 
●収納スペースが十分にとれている空間。 
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復興住宅プロジェクトチーム・伊達 
福島県全域 
[グループの特徴とメッセージ] 
●やすらぎの家づくり震災で避難を余儀なくされた人々にたいして、心のよりどころとなる、暖かく安心できる家づくりを、 
丁寧で安価な住宅を提供し続ける思いで、会員一同心と技を結集したいと、お役に立ちたいとの、一心です。 
●一刻も早く安住の地をもとめ、定住を計り、安定した生活をもとめてください。 
その時皆様のお役に立てるチャンスに巡り会えるでしょう。 
●優れた技の集団、団結力、チームワークのとれた集団、優れたアフターフォロー、一度はご相談ください。 
皆様の希望にきっと添えるでしょう。 

福島県地域型復興住宅推進協議会
本協議会は、木を使った復興住宅の建設を推進するため、設置した団体です。建設、木材に関する
住まいづくりのプロたちにより構成され、国土交通省や林野庁、県などの支援を受けています。
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